
秋田市誕生。当時の
人口は約３万人。

東北で初めて水道の通水開始。

黒川油田(金足黒川)で
大噴油。石油事業が本
格化。

22年の歳月をかけ、雄物川放水路の
工事が完成。

1889

1907

1914

1938

昭和26年７月15日号
(広報あきた第１号) 終戦前夜の８月14日午後10時30分ころ、

土崎空襲。多くの尊い命が犠牲に。

1945

明治22年

明治40年

大正３年

昭和13年

昭和20年

土
手
長
町
中
丁(

現
在
の

中
通)

に
あ
っ
た
市
庁
舎

藤
倉
水
源
地
の
工
事
風
景

日
本
有
数
の
大
油
田
に

爆
破
に
よ
る
通
水

攻
撃
目
標
と
な
っ
た
日
石
秋
田
製
油
所

百二十年百二十年、、
ひと昔…ひと昔…

今年、秋田市120歳。
いろいろなことがありました。

広
報
あ
き
た
の
創
刊
は
１
９
５
１(

昭
和
26)

年
。
市
制
120
年
の
歴
史
の
う
ち
、
半
分
の
約
60

年
間
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
広
報
あ
き
た
の
紙
面
を
飾
っ
た

写
真
や
記
事
で
、
秋
田
市
の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

1951
昭和26年
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待
望
の

市
庁
舎
完
成

総
工
費
７
億
円
、
約
１
年
の
工
期

で
現
在
の
市
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

10
月
26
日
に
行
っ
た
落
成
式
典
で
は
、

竿
燈
50
本
、
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
、

中
学
校
・
高
校
の
鼓
隊
・
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
が
、
大
勢
の
市
民
と
と
も
に
新

し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

1964

昭和39年10月20日号

昭和39年

土手長町上丁(現在の千秋矢留町)にあった
市庁舎(写真)から移転しました

昭和55年１月20日号

若
い
と
き
は
自
分
が
竿
燈

を
楽
し
む
こ
と
に
夢
中
で
し

た
が
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
か
ら
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
祭
り
を
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
竿
燈

を
演
じ
る
人
と
見
て
く
れ
る
人
が
、
今
以
上
に
楽
し

さ
を
共
有
で
き
る
祭
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

秋
田
市
竿
燈
会
名
誉
会
長

堀
田
正
治
さ
ん（
山
王
）

竿
燈
が
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に

昭
和
55
年
１
月
28
日
、
竿
燈
ま
つ

り
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
町

人
の
祭
り
と
し
て
誕
生
し
た
竿
燈
が
、

時
代
と
と
も
に
東
北
を
代
表
す
る
祭

り
と
な
り
、
こ
の
年
、
国
の
貴
重
な

財
産
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

1980

日
本
海
中
部
地
震

で
甚
大
な
被
害

昭
和
58
年
５
月
26
日
、
能
代
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

秋
田
市
で
は
震
度
５
を
記
録
。
３
人

の
か
た
が
亡
く
な
り
、
建
物
な
ど
に

も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
決

し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
悲
し

い
出
来
事
で
し
た
。

1983
倒壊した塀で押しつぶされた自動車

大町では道路が陥没しました 昭和58年６月10日号

昭和55年

昭和58年

広報あきた 平成21年１月２日号07


